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葛城ロープウェイで山上駅へ上がり、15分ほど歩くと大阪平野が見渡
せる360度のパノラマが広がります。春には「一目百万本」といわれる自
生のツツジが一面咲き誇り、真っ赤なじゅうたんのような壮大なスケール
の絶景ツツジ園、秋はススキの原、冬は樹氷と、四季を通して観光客の
目を楽しませます。   
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役小角の生誕地で行われる大とんどは奈良県内最大であり、奈良県
指定無形文化財に指定されています。1300年の伝統を誇り、雄、雌一
対の大とんどを作り五穀豊穣を願います。

吉祥草寺

江戸時代初期に形成された陣屋町「御所まち」一帯で繰り広げられる
『霜月祭』では、山伏衆が集い法螺貝を吹きながら御所まちを練り歩く
「山伏おねり」などのイベントが開催されます。御所まちには高札場や背
割り下水、環濠をはじめ、歴史をもつ珍しいものが、あちらこちらに点在し
ており、それらを「探し出すこと」も散策の一つとして楽しむことができます。

御所まち

創建は大宝3年(703年)に元興寺の僧、弁基上人の開基で、正式名
称を「壷阪山南法華寺」といい、古くから観音霊場として栄えた名刹で
す。大伽藍も、4回の火災で焼失し、現在の本堂は文政10年(1827年)
に建立されたものとなっています。三重の塔は礼堂と共に、国の重要文
化財に登録されています。
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現在は楼閣など、ことごとく消滅してしまいましたが、石塁等は旧規模のま
ま存在し、本丸・ニノ丸の約10m余の石垣は昔日の傍観を呈し、当初の
土塀跡も樹林雑草に隠見する遺構によって察知することが出来るなど、
ふもとの城下町とともに明治まで続いた山城としては、日本で唯一の例
で、極めて貴重な遺構となっています。また、国の指定史跡でもあります。

高取城跡

高取城の城下町で、安土桃山時代に豊臣秀長の家臣である本多氏
により開かれました。江戸時代には植村氏のもとで発展を続け、町の中
心部を通る土佐街道に沿って、武家屋敷や町家などの建造物が残り、
当時の雰囲気を伝えています。街道沿いの家 に々ひな人形を展示する
「町屋の雛めぐり」も有名です。
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近年、全国各地で、大規模な自然災害や痛ましい交通事故などが相次いで発生し、様々な面で、
道路の安全・安心の確保に対する社会的要請が高まっています。

特に、平成23年9月に発生した紀伊半島大水害においては、多くの箇所で道路が寸断される一
方、高い規格で整備された道路は、損壊することなく応急活動等に大きな役割を発揮し、災害に強
い道路の必要性が改めて浮き彫りになりました。

このような背景のもと、本県の中でも特に道路の整備が遅れ、紀伊半島大水害においても甚大
な被害を受けた南和地域では、「災害に強く、希望の持てる」地域の形成を目指し、紀伊半島アン
カールートの早期整備に重点的に取り組んでいます。

一般国道169号御所高取バイパス及び高取バイパスは、紀伊半島アンカールートの一部を形
成する道路であり、本県の中和地域と南和地域の広域ネットワークを形成する幹線道路です。

当バイパスの整備により、南和地域へのアクセス向上、地域の活性化、防災機能の強化が期待
されるとともに、紀伊半島全体にとっての道路ネットワークの代替性及び多重性が確保され、近い
将来に高い確率で発生が危惧される南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対応力強化も期待
されます。

奈良県

紀伊半島

御坊

有田

和歌山

志摩半島

阪
和
自
動
車
道

那智勝浦

津伊
勢
自
動
車
道

名阪
国道

京奈和自動
車道

奈良
大阪

一般
国
道
1
6
9
号

一般
国
道
1
6
9
号

奥瀞
道路

奥瀞
道路

五
條
新
宮
道
路

（一般
国
道
1
6
8
号
）

五
條
新
宮
道
路

（一般
国
道
1
6
8
号
）

近畿自動車道紀勢線近畿自動車道紀勢線

紀伊半島アンカールート

御所高取
バイパス
御所高取
バイパス 高取バイパス高取バイパス

紀伊半島の骨格となる京奈和
自動車道、近畿自動車道紀勢
線、それを結ぶ五條新宮道路
（一般国道168号）、一般国道
169号の形が船の錨［いかり:
anchor（アンカー）］に似てい
ることから呼称されています。

紀伊半島アンカールート

整備効果

1 バイパス整備による観光地へのアクセス向上
　御所高取バイパス・高取バイパスの整備により京奈和自動車道とつながることで、各観光地へのアクセス
が向上し、観光振興による地域の活性化が期待されます。

整備効果

2 一般国道169号の交通混雑の緩和に寄与
　御所高取バイパス・高取バイパスの整備により、一般国道169号橿原方面の一層の交通混雑緩和が期待
されます。
整備効果

3 安全で快適な走行環境へ
　御所高取バイパス・高取バイパスが開通することにより、安全で快適な走行環境が期待されます。


